















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































102 経済理論　379号　2015年 3 月
るを知る。然れども民間　猶お嘖嘖（議論紛紛）として真なりとするがごときなり。是
に至り，二三の劣衿　首と爲り亂民を率いて之（自称太子の王之明）を擁立す。御殿（朝
に臨む）すること三日，又た群　趙之龍の寓に往き，百官に入朝するを邀
もと
む。［趙］之
龍　手づから首と爲るの劣衿三人を斬れば，乃ち退く。［そして，王］之明を執えて獄
に繫ぐ。廣昌伯の劉良佐　北を拒むの意無し，惟だ南門外に兵を縱ちて焚掠す。百姓　
城を攻めることあるかと恐れ，夜を徹して驚呼す。乃ち議して保國公の朱國弼を推して
留守官と爲す。［趙］之龍　密かに使を遣りて江を渡り，啓（正式の公文書）もて北兵
を迎えしむ。時に諸臣　猶お知らず，禮部尚書の錢謙益の所に集議（集まって協議する）
す。［錢］謙益　太息して曰く，「事　此に至れば，惟だ小朝廷を作りて活を求むる有る
のみ」と。啓稿を擬して［趙］之龍に送る。［趙］之龍　置きて用いず。内庫（皇宮の
府庫）の銀絹・米豆・服玩・弓刀の屬　皆な劫
うばいと
らる。罄
ことごと
く馬士英及び群黨の家を擄
とら
う。
又た合力して ［馬］士英の標下（部下）の川兵を勦（討伐）し幾んど盡く。初め，輔臣
の王鐸　靑衣（平服）もて遁れんことを謀る。識者　指し罵りて曰く，「若
なんじ
（王鐸）　太
子を贋とし，先帝の恩に辜
そむ
けり」と。群　之を捶
う
ち，鬚髪は盡く秃
はげ
たり。挾みて［趙］
之龍の處に至る。洶洶（やかましく騒ぐ）として撲殺せんと欲す。［趙］之龍　佯言も
て之を獄に下す。故に免る。［王鐸の］室内の蓄うる所の書畫　極めて多きも，貲（家財）
と俱に盡く。張孫振　禍するに及ばんことを懼れ，極めて［馬］士英の黨を詈り，自か
ら免れんことを冀う。人　皆な之を笑う（『南渡錄』卷之六・「壬辰（十一日），馬士英
出奔，亂民擁立王之明於京師」条 : 明末清初史料選刊本『南渡錄』卷之五も，いくつか
の文字の異同を除いてほぼ同じ）。
「五月十一日，福王弘光帝の南京逃亡に続いて，馬士英も出奔した。亂民たちは，自称太子の
王之明を都に擁立した」条に，福王弘光帝が出奔したことは，馬士英もまだやはり知らなかっ
た。ただ兵部侍郎の李希沆が先に知り，そこで逃げ出してしまった。馬士英はやはり，それに
遅れてしまった。家族を伴っている者たちは，ためらって出奔できなかった。そもそも，自称
太子の王之明は何度も尋問され，官僚たちは皆な「ニセモノ」であることが分かっていた。し
かし，民間では議論紛々として「ホンモノ」だとしていた。福王弘光帝が出奔する事態になっ
て，二三の劣衿が首謀者となって亂民をひきいて自称太子の王之明を擁立した。そして，三日
にわたって宮中で政務を執った。さらに，群衆は，趙之龍の邸宅に行き，官僚たちに宮中に参
内するように要求した。趙之龍は，手づから首謀者の劣衿三人を斬ったので，群衆は退去した。
そして，自称太子の王之明を捕らえて獄に繫いだ。南京の防御を担っていた廣昌伯の劉良佐は，
清朝の軍を拒む気持ちはなく，南門の外に兵士を放って火をつけたり，掠奪したりした。人々
は，劉良佐が南京を攻撃するのではないかと心配し，夜を徹して驚き叫んでいた。そこで，保
國公の朱國弼を推薦して留守官とした。この時，官僚たちは何も知らず，禮部尚書の錢謙益の
所で会議していた。錢謙益は，ため息をつき「こうした事態になれば，小朝廷を作って生き残
103順治二年（1645）の蘇州（2）
りを考えるだけだ」と言う。そして，提案書の試案を書いて趙之龍に届けた。しかし，趙之龍
それをそのままにした。宮中の蔵の銀絹・米豆・服玩・弓刀などはすべて奪い去られた。そし
てすべての馬士英やその一党の家の者を捕らえた。さらに力を合わせて，馬士英の部下の四川
の兵をほとんど根絶やしにした。大學士の王鐸は，平服で逃げ出そうとした。見知っている者が，
指さして罵
ののし
って「お前は太子（自称太子の「王之明」）をニセモノだとして，先の崇禎帝のご
恩にそむいた」という。群衆は，王鐸をなぐりつけ，鬚や髪はすべてなくなってしまった。そ
して，王鐸を引き連れて趙之龍のところにやってきた。やかましく騒ぎ立てて，撲殺しようと
した。趙之龍は，偽って王鐸を獄に繋いだ。王鐸の屋敷に収蔵された書画はきわめて多かったが，
家財とともにすべて無くなってしまった。張孫振（安徽霍山の人。崇禎元年戊辰科（一六二八）
三甲三十三名の進士）は禍に巻き込まれることをおそれ，口を極めて馬士英一派をののしり，
自分だけでも助かろうとした。人々はみんなその行為を笑った，という。
福王弘光帝は，最高実力者の馬士英にも告げずに，南京を出奔する。南京では，二三の劣衿
が首謀者となって亂民を先導して獄に繋がれていた自称太子の「王之明」を担ぎ出し，宮殿に
乱入する。自称太子の「王之明」は，即位したつもりで三日間にわたって政務を執った。とこ
ろが，治安維持を担当していた趙之龍は，もともと清朝に投降の意志を固めていたので，「王
之明」を再び獄に繋ぐ。
このように，李清は，はっきりと自称太子の「王之明」が「御殿（朝に臨む）すること三日」
と記している。繰り返しになるが，この状況が，蘇州に伝えられ，『蘇城紀變』に「南都　已
に定王を立つ」と記されることになったのであろう。
なお，南京の福王政権のもとにあらわれた太子に関する諸問題については，別稿で改めて考
察したい。
 （つづく）
